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【請求項１】
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　粉末冶金のための粒子複合潤滑剤であって、
　少なくとも約９０重量％の脂肪質の一次モノアミドワックスを含んでいて、脂肪質のビ
スアミドワックスを実質的に含まず、そして金属酸化物のナノ粒子で少なくとも部分的に
被覆された第一の離散粒子、および
　脂肪質のビスアミドワックスを含んでいる第二の金属ステアリン酸塩非含有離散粒子、
を含む、上記粒子複合潤滑剤。
【請求項２】
　粒子複合潤滑剤が、約１０重量％と約６０重量％の間の第一の離散粒子と約４０重量％
と約９０重量％の間の第二の離散粒子を含む、請求項１に記載の粒子複合潤滑剤。
【請求項３】
　第一の離散粒子は本質的に、金属酸化物のナノ粒子で少なくとも部分的に被覆された脂
肪質の一次モノアミドワックスから成る、請求項１または２に記載の粒子複合潤滑剤。
【請求項４】
　第二の離散粒子は少なくとも約５０重量％の脂肪質のビスアミドワックスと約１０重量
％未満の脂肪質の一次モノアミドワックスをさらに含む、請求項１～３のいずれかに記載
の粒子複合潤滑剤。
【請求項５】
　第二の離散粒子は少なくとも約９０重量％の脂肪質のビスアミドワックスをさらに含む
、請求項１～４のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
【請求項６】
　金属酸化物のナノ粒子が、酸化鉄、ヒュームドシリカ、ＴｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、ＳｎＯ

２、ＳｉＯ２、ＣｅＯ２、および酸化インジウムチタンのナノ粒子、およびこれらの組み
合わせのうちの少なくとも一つを含む、請求項１～５のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤
。
【請求項７】
　第一の離散粒子は約５重量％未満の金属酸化物のナノ粒子を含む、請求項１～６のいず
れかに記載の粒子複合潤滑剤。
【請求項８】
　第一の離散粒子の実質的にすべてが約２５０μｍよりも小さく、第二の離散粒子の平均
粒径が約５０μｍよりも小さい、請求項１～７のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
【請求項９】
　少なくとも部分的に被覆された第一の離散粒子は約１５μｍと約１００μｍの間の平均
粒径を有する、請求項１～８のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
【請求項１０】
　第二の離散粒子は実質的に金属を含まない、請求項１～９のいずれかに記載の粒子複合
潤滑剤。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤を約０．１重量％と約５重量％の間
の範囲にある濃度で混合した金属をベースとする粉末を含む冶金用粉末組成物。
【請求項１２】
　粉末冶金のための粉末組成物を製造するための方法であって、請求項１～１０のいずれ
かに記載の粒子複合潤滑剤を粉末組成物の全重量に基づいて約０．１重量％と約５重量％
の間の範囲にある濃度で金属をベースとする粉末に添加することを含む、前記方法。
【請求項１３】
　粉末冶金のための粒子複合潤滑剤であって、
　脂肪質の一次モノアミドワックスを含んでいて、脂肪質のビスアミドワックスを実質的
に含まず、そして金属酸化物のナノ粒子で少なくとも部分的に被覆された第一の離散粒子
（この少なくとも部分的に被覆された第一の離散粒子は約１５μｍと約１００μｍの間の
平均粒径を有する）と、
　脂肪質のビスアミドワックスを含んでいて、約５０μｍよりも小さな平均粒径を有する
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第二の金属ステアリン酸塩非含有離散粒子と、
を含む、前記粒子複合潤滑剤。
【請求項１４】
　粒子複合潤滑剤が、約１０重量％と約６０重量％の間の第一の離散粒子を含み、第１の
離散粒子が約９０重量％以上の脂肪質の一次モノアミドワックスを含む、請求項１３に記
載の粒子複合潤滑剤。
【請求項１５】
　粒子複合潤滑剤は約４０重量％と約９０重量％の間の第二の離散粒子を含む、請求項１
３または１４に記載の粒子複合潤滑剤。
【請求項１６】
　第一の離散粒子は本質的に、金属酸化物のナノ粒子で少なくとも部分的に被覆された脂
肪質の一次モノアミドワックスから成る、請求項１３～１５のいずれかに記載の粒子複合
潤滑剤。
【請求項１７】
　第二の離散粒子はさらに、少なくとも約５０重量％の脂肪質のビスアミドワックスと約
１０重量％未満の脂肪質の一次モノアミドワックスを含む、請求項１３～１６のいずれか
に記載の粒子複合潤滑剤。
【請求項１８】
　第二の離散粒子はさらに、少なくとも約９０重量％の脂肪質のビスアミドワックスを含
む、請求項１３～１７のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
【請求項１９】
　第二の離散粒子は実質的に金属を含まない、請求項１３～１８のいずれかに記載の粒子
複合潤滑剤。
【請求項２０】
　金属酸化物のナノ粒子が、酸化鉄、ヒュームドシリカ、ＴｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、ＳｎＯ

２、ＳｉＯ２、ＣｅＯ２、および酸化インジウムチタンのナノ粒子、およびこれらの組み
合わせのうちの少なくとも一つを含む、請求項１３～１９のいずれかに記載の粒子複合潤
滑剤。
【請求項２１】
　約０．１重量％と約５重量％の間の範囲にある濃度の請求項１３～２０のいずれかに記
載の粒子複合潤滑剤と混合した金属をベースとする粉末を含む冶金用粉末組成物。 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４１】
　幾つかの選択的な態様と実施例について、ここで記述して例証した。上で説明した本発
明の態様は典型的なものにすぎない。当業者であれば、個々の態様の特徴点および構成要
素の可能な組み合わせと変形を認識できるだろう。当業者であればさらに、各態様のいず
れも、ここで開示された他の態様と任意に組み合わせた形で提供することができる、とい
うことを認識できるだろう。本発明はその精神または主要な特徴から逸脱することなく他
の特定の形態で具現化することができる、ということを理解されたい。従って、ここでの
実施例と態様は、あらゆる点で例示的なものであって限定的なものではないと考えるべき
であり、また本発明はここで示した詳細には限定されない。よって、特定の態様について
例示して説明したが、本発明の精神から著しく逸脱することなく、多数の変形が想起され
る。従って、本発明の範囲は添付する特許請求の範囲によってのみ限定されるべきである
。
（１）　粉末冶金のための粒子複合潤滑剤であって、少なくとも約９０重量％の脂肪質の
一次モノアミドワックスを含んでいて、脂肪質のビスアミドワックスを実質的に含まず、
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そして金属酸化物のナノ粒子で少なくとも部分的に被覆された第一の離散粒子、および、
脂肪質のビスアミドワックスを含んでいる第二の金属ステアリン酸塩非含有離散粒子、
を含む、上記粒子複合潤滑剤。
（２）　粒子複合潤滑剤は約１０重量％と約６０重量％の間の第一の離散粒子を含む、（
１）に記載の粒子複合潤滑剤。
（３）　粒子複合潤滑剤は約４０重量％と約９０重量％の間の第二の離散粒子を含む、（
１）または（２）に記載の粒子複合潤滑剤。
（４）　第一の離散粒子は本質的に、金属酸化物のナノ粒子で少なくとも部分的に被覆さ
れた脂肪質の一次モノアミドワックスから成る、（１）～（３）のいずれかに記載の粒子
複合潤滑剤。
（５）　第一の離散粒子は、金属酸化物のナノ粒子で少なくとも部分的に被覆された脂肪
質の一次モノアミドワックスから成る、（１）～（３）のいずれかに記載の粒子複合潤滑
剤。
（６）　第二の離散粒子は少なくとも約５０重量％の脂肪質のビスアミドワックスと約１
０重量％未満の脂肪質の一次モノアミドワックスをさらに含む、（１）～（５）のいずれ
かに記載の粒子複合潤滑剤。
（７）　第二の離散粒子は少なくとも約９０重量％の脂肪質のビスアミドワックスをさら
に含む、（１）～（５）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（８）　第二の離散粒子は本質的に脂肪質のビスアミドワックスから成る、（１）～（５
）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（９）　第二の離散粒子の脂肪質のビスアミドワックスは少なくとも２種の脂肪質のビス
アミドワックスを含む、（１）～（８）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（１０）　脂肪質の一次モノアミドワックスは１２～２４個の炭素の脂肪酸のモノアミド
である、（１）～（９）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（１１）　モノアミドはラウラミド、パルミトアミド、ステアラミド、アラキドアミド、
ベヘンアミド、オレアミド、エルクアミド、およびこれらの組み合わせからなる群から選
択される、（１０に記載の粒子複合潤滑剤。
（１２）　金属酸化物のナノ粒子は酸化鉄、ＴｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、ＳｎＯ２、ＳｉＯ２

、ＣｅＯ２、および酸化インジウムチタンのナノ粒子、およびこれらの組み合わせのうち
の少なくとも一つを含む、（１）～（１１）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（１３）　金属酸化物のナノ粒子はヒュームドシリカのナノ粒子を含む、（１）～（１１
）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（１４）　第一の離散粒子は約５重量％未満の金属酸化物のナノ粒子を含む、（１）～（
１３）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（１５）　第一の離散粒子は約２５０μｍよりも小さい、（１）～（１４）のいずれかに
記載の粒子複合潤滑剤。
（１６）　少なくとも部分的に被覆された第一の離散粒子は約１５μｍと約１００μｍの
間の平均粒径を有する、（１）～（１５）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（１７）　少なくとも部分的に被覆された第一の離散粒子のＤ９９は約８０μｍと約２２
０μｍの間である、（１）～（１６）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（１８）　脂肪質のビスアミドワックスはメチレンビスオレアミド、メチレンビスステア
ラミド、エチレンビスオレアミド、ヘキシレンビスステアラミド、およびエチレンビスス
テアラミド（ＥＢＳ）、およびこれらの混合物からなる群から選択される脂肪酸ビスアミ
ドである、（１）～（１７）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（１９）　第二の離散粒子は約５０μｍよりも小さな平均粒径を有する、（１）～（１８
）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（２０）　第二の離散粒子のＤ９９は約２００μｍよりも小さい、（１）～（１９）のい
ずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（２１）　第二の離散粒子は実質的に金属を含まない、（１）～（２０）のいずれかに記
載の粒子複合潤滑剤。
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（２２）　第一の離散粒子はエルクアミドの粒子を含み、金属酸化物のナノ粒子はヒュー
ムドシリカのナノ粒子を含み、そして第二の離散粒子はエチレンビスステアラミドの粒子
を含む、（１）に記載の粒子複合潤滑剤。
（２３）　粒子複合潤滑剤は、約１０重量％と約６０重量％の間のエルクアミドの粒子と
約４０重量％と約９０重量％の間のエチレンビスステアラミドの粒子を含む、（２２）に
記載の粒子複合潤滑剤。
（２４）　エルクアミドの粒子は約６０μｍの平均粒径と約１７５μｍよりも小さな直径
を有する、（２２）または（２３）に記載の粒子複合潤滑剤。
（２５）　（１）～（２４）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤を約０．１重量％と約５
重量％の間の範囲にある濃度で混合した金属をベースとする粉末を含む冶金用粉末組成物
。
（２６）　金属をベースとする粉末は鉄をベースとする粉末である、（２５）に記載の冶
金用粉末組成物。
（２７）　粉末冶金のための粉末組成物を製造するための方法であって、（１）～（２４
）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤を粉末組成物の全重量に基づいて約０．１重量％と
約５重量％の間の範囲にある濃度で金属をベースとする粉末に添加することを含む、前記
方法。
（２８）　金属をベースとする粉末は鉄をベースとする粉末である、（２７）に記載の方
法。
（２９）　粉末冶金のための粒子複合潤滑剤であって、脂肪質の一次モノアミドワックス
を含んでいて、脂肪質のビスアミドワックスを実質的に含まず、そして金属酸化物のナノ
粒子で少なくとも部分的に被覆された第一の離散粒子（この少なくとも部分的に被覆され
た第一の離散粒子は約１５μｍと約１００μｍの間の平均粒径を有する）と、脂肪質のビ
スアミドワックスを含んでいて、約５０μｍよりも小さな平均粒径を有する第二の金属ス
テアリン酸塩非含有離散粒子とを含む、前記粒子複合潤滑剤。
（３０）　少なくとも部分的に被覆された第一の離散粒子は約２５μｍと約７５μｍの間
の平均粒径を有する、（２９）に記載の粒子複合潤滑剤。
（３１）　少なくとも部分的に被覆された第一の離散粒子のＤ９９は約８０μｍと約２２
０μｍの間である、（２９）または（３０）に記載の粒子複合潤滑剤。
（３２）　少なくとも部分的に被覆された第一の離散粒子のＤ９９は約１１５μｍと約１
８０μｍの間である、（２９）～（３０）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（３３）　第二の離散粒子は約１５μｍよりも小さな平均粒径を有する、（２９）～（３
２）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（３４）　第二の離散粒子のＤ９９は約２００μｍよりも小さい、（２９）～（３３）の
いずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（３５）　第二の離散粒子のＤ９９は約１５０μｍよりも小さい、（２９）～（３３）の
いずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（３６）　第一の離散粒子は少なくとも約９０重量％の脂肪質の一次モノアミドワックス
を含む、（２９）～（３５）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（３７）　粒子複合潤滑剤は約１０重量％と約６０重量％の間の第一の離散粒子を含む、
（２９）～（３６）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（３８）　粒子複合潤滑剤は約４０重量％と約９０重量％の間の第二の離散粒子を含む、
（２９）～（３７）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（３９）　第一の離散粒子は本質的に、金属酸化物のナノ粒子で少なくとも部分的に被覆
された脂肪質の一次モノアミドワックスから成る、（２９）～（３８）のいずれかに記載
の粒子複合潤滑剤。
（４０）　第一の離散粒子は、金属酸化物のナノ粒子で少なくとも部分的に被覆された脂
肪質の一次モノアミドワックスから成る、（２９）～（３８）のいずれかに記載の粒子複
合潤滑剤。
（４１）　第二の離散粒子はさらに、少なくとも約５０重量％の脂肪質のビスアミドワッ
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クスと約１０重量％未満の脂肪質の一次モノアミドワックスを含む、（２９）～（４０）
のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（４２）　第二の離散粒子はさらに、少なくとも約９０重量％の脂肪質のビスアミドワッ
クスを含む、（２９）～（４０）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（４３）　第二の離散粒子は本質的に脂肪質のビスアミドワックスから成る、（２９）～
（４０）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（４４）　第二の離散粒子は実質的に金属を含まない、（２９）～（４３）のいずれかに
記載の粒子複合潤滑剤。
（４５）　脂肪質の一次モノアミドワックスは１２～２４個の炭素の脂肪酸のモノアミド
である、（２９）～（４４）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（４６）　モノアミドはラウラミド、パルミトアミド、ステアラミド、アラキドアミド、
ベヘンアミド、オレアミド、エルクアミド、およびこれらの組み合わせからなる群から選
択される、（４５）に記載の粒子複合潤滑剤。
（４７）　金属酸化物のナノ粒子は酸化鉄、ＴｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、ＳｎＯ２、ＳｉＯ２

、ＣｅＯ２、および酸化インジウムチタンのナノ粒子、およびこれらの組み合わせのうち
の少なくとも一つを含む、（２９）～（４６）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（４８）　金属酸化物のナノ粒子はヒュームドシリカのナノ粒子を含む、（２９）～（４
６）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（４９）　第一の離散粒子は約５重量％未満の金属酸化物のナノ粒子を含む、（２９）～
（４８）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（５０）　第一の離散粒子は約２５０μｍよりも小さい、（２９）～（４９）のいずれか
に記載の粒子複合潤滑剤。
（５１）　脂肪質のビスアミドワックスはメチレンビスオレアミド、メチレンビスステア
ラミド、エチレンビスオレアミド、ヘキシレンビスステアラミド、およびエチレンビスス
テアラミド（ＥＢＳ）、およびこれらの混合物からなる群から選択される脂肪酸ビスアミ
ドである、（２９）～（５０）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（５２）　第二の離散粒子は約５０μｍよりも小さな平均粒径を有する、（２９）～（５
１）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（５３）　第一の離散粒子はエルクアミドの粒子を含み、金属酸化物のナノ粒子はヒュー
ムドシリカのナノ粒子を含み、そして第二の離散粒子はエチレンビスステアラミドの粒子
を含む、（２９）に記載の粒子複合潤滑剤。
（５４）　粒子複合潤滑剤は、約１０重量％と約６０重量％の間のエルクアミドの粒子と
約４０重量％と約９０重量％の間のエチレンビスステアラミドの粒子を含む、（５３）に
記載の粒子複合潤滑剤。
（５５）　エルクアミドの粒子は約６０μｍの平均粒径と約１７５μｍよりも小さな直径
を有する、（５３）または（５４）に記載の粒子複合潤滑剤。
（５６）　約０．１重量％と約５重量％の間の範囲にある濃度の（２９）～（４４）のい
ずれかに記載の粒子複合潤滑剤と混合した金属をベースとする粉末を含む冶金用粉末組成
物。
（５７）　金属をベースとする粉末は鉄をベースとする粉末である、（５６）に記載の冶
金用粉末組成物。
（５８）　粉末冶金のための粉末組成物を製造するための方法であって、（２９）～（４
４）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤を粉末組成物の全重量に基づいて約０．１重量％
と約５重量％の間の範囲にある濃度で金属をベースとする粉末に添加することを含む、前
記方法。
（５９）　金属をベースとする粉末は鉄をベースとする粉末である、（５８）に記載の方
法。
（６０）　粉末冶金のための粒子複合潤滑剤であって、モンタン酸エステルワックスと少
なくとも一つの脂肪質のアミドワックスを含み、脂肪質のアミドワックスは脂肪質のモノ
アミドワックスと脂肪質のビスアミドワックスのうちの少なくとも一つを含む、前記粒子
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複合潤滑剤。
（６１）　モンタン酸エステルワックスを含む第一の離散粒子を含む、（６０）に記載の
粒子複合潤滑剤。
（６２）　第一の離散粒子はさらに脂肪質のモノアミドワックスを含み、そしてその脂肪
質のモノアミドワックスは脂肪質の一次モノアミドワックスを含む、（６１）に記載の粒
子複合潤滑剤。
（６３）　さらに第二の離散粒子を含み、その第二の離散粒子は、脂肪質のビスアミドワ
ックス、脂肪質のモノアミドワックス、グリセリド、モンタン酸エステルワックス、パラ
フィンワックス、ポリオレフィン、ポリアミド、ポリエステル、およびこれらの混合物か
らなる群から選択される有機質で金属を含まない粉末潤滑剤を含む、（６１）または（６
２）に記載の粒子複合潤滑剤。
（６４）　脂肪質のビスアミドワックスを含む第二の離散粒子をさらに含む、（６１）ま
たは（６２）に記載の粒子複合潤滑剤。
（６５）　第二の離散粒子はさらにモンタン酸エステルワックスを含む、（６４）に記載
の粒子複合潤滑剤。
（６６）　第一の離散粒子は金属酸化物のナノ粒子で少なくとも部分的に被覆されている
、（６２）～（６５）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（６７）　第一の離散粒子はさらに脂肪質のビスアミドワックスを含む、（６１）に記載
の粒子複合潤滑剤。
（６８）　脂肪質のビスアミドワックス、脂肪質のモノアミドワックス、グリセリド、モ
ンタン酸エステルワックス、パラフィンワックス、ポリオレフィン、ポリアミド、ポリエ
ステル、およびこれらの混合物からなる群から選択される有機質で金属を含まない粉末潤
滑剤を含む第二の離散粒子をさらに含む、（６７）に記載の粒子複合潤滑剤。
（６９）　脂肪質のモノアミドワックスを含む第二の離散粒子をさらに含み、その脂肪質
のモノアミドワックスは脂肪質の一次モノアミドワックスを含む、（６７）に記載の粒子
複合潤滑剤。
（７０）　第二の離散粒子は金属酸化物のナノ粒子で少なくとも部分的に被覆されている
、（６９）に記載の粒子複合潤滑剤。
（７１）　第一の離散粒子と第二の離散粒子を含み、第一の離散粒子はモンタン酸エステ
ルワックスとエルクアミドを含む脂肪質のモノアミドワックスとを含み、そして第二の離
散粒子はエチレンビスステアラミドを含む、（６０）に記載の粒子複合潤滑剤。
（７２）　第一の離散粒子は金属酸化物のナノ粒子で少なくとも部分的に被覆されている
、（７１）に記載の粒子複合潤滑剤。
（７３）　第二の離散粒子はさらにモンタン酸エステルワックスを含む、（７１）または
（７２）に記載の粒子複合潤滑剤。
（７４）　モンタン酸エステルワックスとエチレンビスステアラミドを含む脂肪質のビス
アミドワックスとを含む第一の離散粒子を含む、（６０）に記載の粒子複合潤滑剤。
（７５）　エルクアミドを含む第二の離散粒子をさらに含む、（７４）に記載の粒子複合
潤滑剤。
（７６）　第二の離散粒子は金属酸化物のナノ粒子で少なくとも部分的に被覆されている
、（７５）に記載の粒子複合潤滑剤。
（７７）　第二の離散粒子はさらにモンタン酸エステルワックスを含む、（７５）または
（７６）に記載の粒子複合潤滑剤。
（７８）　粒子複合潤滑剤には第二の離散粒子が含まれていない、（７４）に記載の粒子
複合潤滑剤。
（７９）　モンタン酸エステルワックスとエルクアミドを含む脂肪質のモノアミドワック
スとを含む第一の離散粒子を含み、そして第二の離散粒子を含まない、（６０）に記載の
粒子複合潤滑剤。
（８０）　第一の離散粒子は金属酸化物のナノ粒子で少なくとも部分的に被覆されている
、（７９）に記載の粒子複合潤滑剤。
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（８１）　モンタン酸エステルワックスを含む第一の離散粒子と少なくとも一つの脂肪質
のアミドワックスを含む第二の離散粒子とを含む、（６０）に記載の粒子複合潤滑剤。
（８２）　脂肪質のビスアミドワックス、脂肪質のモノアミドワックス、グリセリド、パ
ラフィンワックス、ポリオレフィン、ポリアミド、ポリエステル、およびこれらの混合物
からなる群から選択される有機質で金属を含まない粉末潤滑剤を含む第三の離散粒子をさ
らに含む、（８１）に記載の粒子複合潤滑剤。
（８３）　粒子複合潤滑剤はステアリン酸塩を含まない、（６０）～（７０）のいずれか
に記載の粒子複合潤滑剤。
（８４）　約１０重量％と約９９．５重量％の間の少なくとも一つの脂肪質のアミドワッ
クスを含む、（６０）に記載の粒子複合潤滑剤。
（８５）　約０．５重量％と約９０重量％の間のモンタン酸エステルワックスを含む、（
６０）に記載の粒子複合潤滑剤。
（８６）　粒子複合潤滑剤の残りの部分は少なくとも一つの脂肪質のアミドワックスを含
む、（８５）に記載の粒子複合潤滑剤。
（８７）　残りの部分は金属酸化物のナノ粒子のコーティングを含む、（８６）に記載の
粒子複合潤滑剤。
（８８）　少なくとも一つの脂肪質のアミドワックスは、一次モノアミドワックス、二次
モノアミドワックス、ビスアミドワックス、およびこれらの混合物からなる群から選択さ
れる、（６０）～（８５）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（８９）　脂肪質のアミドワックスは、ラウラミド、パルミトアミド、ステアラミド、オ
レアミド、アラキドアミド、ベヘンアミド、エルクアミド、ステアリルステアラミド、ス
テアリルオレアミド、ステアリルエルクアミド、オレイルパルミトアミド、オレイルステ
アラミド、エルシルステアラミド、エルシルエルクアミド、エチレンビスステアラミド、
エチレンビスオレアミド、ヘキサメチレンビスステアラミド、およびこれらの混合物から
なる群から選択される、（６０）～（８８）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（９０）　粒子複合潤滑剤は、少なくとも一つの脂肪質のアミドワックスとモンタン酸エ
ステルワックスを溶融させ、次いで、少なくとも一つの脂肪質のアミドワックスとモンタ
ン酸エステルワックスを冷却および粉砕して離散した粒子にすることによって得られる、
（６０）～（８９）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（９１）　粒子複合潤滑剤は、少なくとも一つの脂肪質のアミドワックスとモンタン酸エ
ステルワックスを溶融させ、次いで、少なくとも一つの脂肪質のアミドワックスとモンタ
ン酸エステルワックスを霧化して離散した粒子にすることによって得られる、（６０）～
（８９）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤。
（９２）　モンタン酸エステルワックスを含む第一の離散粒子と脂肪質のアミドワックス
を含む第二の離散粒子とを含む、（６０）に記載の粒子複合潤滑剤。
（９３）　脂肪質のアミドワックスの第二の離散粒子は、金属酸化物のナノ粒子で少なく
とも部分的に被覆されている、（９２）に記載の粒子複合潤滑剤。
（９４）　金属酸化物のナノ粒子はヒュームドシリカのナノ粒子を含む、（９３）に記載
の粒子複合潤滑剤。
（９５）　脂肪質のビスアミドワックス、脂肪質のモノアミドワックス、グリセリド、モ
ンタン酸エステルワックス、パラフィンワックス、ポリオレフィン、ポリアミド、ポリエ
ステル、およびこれらの混合物からなる群から選択される有機質で金属を含まない粉末潤
滑剤を含む第三の離散粒子をさらに含む、（９２）～（９４）のいずれかに記載の粒子複
合潤滑剤。
（９６）　（６０）～（９５）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤と混合した金属をベー
スとする粉末を含む冶金用粉末組成物。
（９７）　金属をベースとする粉末は鉄をベースとする粉末である、（９６）に記載の冶
金用粉末組成物。
（９８）　粉末冶金のための粉末組成物を製造するための方法であって、（６０）～（９
５）のいずれかに記載の粒子複合潤滑剤を粉末組成物の全重量に基づいて約０．１重量％
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と約５重量％の間の範囲にある濃度で金属をベースとする粉末に添加することを含む、前
記方法。
（９９）　金属をベースとする粉末は鉄をベースとする粉末である、（９８）に記載の方
法。
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